
千歳市キウス環状士雛群の測量

埋蔵文化財センター

環状土雛は細文時代後期末に，北海道において出現する特殊な埋葬施設である。環状に土を

盛りあげ，その土堤によって内外を区而して基砿を設ける。本州にみられる環状列石と同様の

遺構といわれている。

キウス環状土雛は，千歳市東北郊外にある大規膜土離群である。岐大のものは頂径75ｍ，周

堤の高さが５ｍをこえるものを含んでいる。千歳巾.教育委員会はこの土離群を，分布調在の一

環として実測調秀することになり，当センター測丑研究圭がこれに全面的に協力した。

実測はﾗ１１畔点測堕と細部測Atの二段階にわけて実施したが，細部測愚の際には新たに二基の

土雛を発見することができた。野外作業に要したⅡ数は合計21日である。（西村康）

＊「千歳市における埋蔵文化財（上)」（『千歳市文化財調査報告書』Ｖ1979）
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